
第２回  運営委員会  

令 5 年 9 月 6 日 (水 ) 

18 時 30 分～  第 1 理科室  

進 行   根 本 副 会 長  

 

１  開会のことば（根本副会長）  

 

２  学校長あいさつ（中村校長）  

奉仕作業：ご協力いただきありがとうございました。短い時間でしたが効率

よく作業をしていただきました。谷和原の生徒はよく働きます。良い伝統が引

き継がれている事とご家庭での教育がしっかりされているのを実感しました。   

夏休み明けに皆元気に登校してくれて、とてもうれしかったです。  

学校保健員会：夏休み中に開催されましたが、参加していただいた皆様、あ

りがとうございました。生徒数が増えて今年から校医の先生が 2 名になりまし

た。忙しい中、校医や学校歯科医、薬剤師の方全員来ていただきありがたかっ

たです。また保護者の方と有意義な話ができたのもありがたかったです。今月

の保健だよりにこの内容が記載されているので、ぜひご覧ください。  

体操服の名札：1 回目の運営委員会でマジックテープという案も出ましたが、

価格や耐久性の面で断念しました。その代わり大きさを小さくして、名字だけ

記載することで対応させていただきたいと思います。  

 

３  PTA 会長あいさつ（幡野会長）  

体育祭の動画が公開されました。体育祭当日は、先生方が何台ものカメラで

いろいろな角度から撮影してくださいました。無理なお願いをご対応くださり

感謝の念に堪えません。来年は全学年が保護者観覧できる状況になっているこ

とを願っています。  

奉仕作業に参加していただきありがとうございました。作業の回数を見直さ

なければならないかと思うくらい、雑草がすごく伸びていました。近隣住民の

事も考えると、どのくらい保護者の方が参加してくれるかわかりませんが、今

後の課題だと思っています。  

 

４  活動報告  

①  PTA 本部  

・8/19 に義務教育フォーラムに参加してきた。谷和原中の生徒も 1 名参加し



てくれた。大人でも緊張するようなところでしっかりと discussion をして

いて感心した。  

・バレーボール大会については実行委員会を立ち上げるところまで話が進ん

でいる。基本的に参加校が主体で運営していくことになっている。詳細が決

まったら全保護者に連絡する。ちなみに昨年は谷和原中はチームとして参加

しなかったが、市Ｐ連事務局として担当しなければならなかったので対応を

行った。  

・つくばみらい市青少年相談員連絡協議会：小林副会長が谷和原中代表とし

て参加（任期 3 年）。 7 月に発足式が開催された。今後は不審者情報、危険

な場所、警察が対応できないような相談などについて学校を通じて警察と連

携を図っていく。今回、谷和原中の生徒の自転車の乗り方が危ないと意見が

出ており、市役所の回答が「谷和原中に引き続き指導・連絡していく」とい

うものだった。しかし、そもそも４ｍ幅しかないようなあぜ道を自転車の前

後に荷物を載せた状態で道路端ギリギリを通行しなければならないのは非

現実的であると伝えた。構造的な問題を解決せずに文句だけ言うのはいかが

なものか。この点市役所はどう考えているのか尋ねたが、回答は無かった。

後日市役所側のコメントをもらう予定。  

②  学年委員会（小林委員長）  

次年度の各委員選出が主な任務。来年度の活動内容や人員が決まったら学年

委員に連絡して欲しい。手紙の出し方、選出方法などを検討していく。  

③  教養委員会（増田委員長）  

7/4 の学校公開日に合わせてバザーを開催した。多くの方に足を運んでいた

だき￥ 18,200 の売り上げがあった。2 回目を穂緑祭に合わせて開催予定。制

服は 1 回目でほとんど売れてしまったので、新たに制服やジャージの回収の

案内をする予定。  

④  校外指導委員会（佐藤委員長）  

7 月から西丸山交差点での立哨指導を開始した。来年 3 月まで毎月実施予定。 

また西丸山交差点から中学校までの通学路に矢羽根を表示する件だが、予算

的な問題で通学路全体でなく 2 か所の交差点付近及びその中間にのみ表示す

ることになった。また信号機押しボタンの増設も依頼している。  

⑤  環境整備委員会（島田委員長）  

奉仕作業を実施した。親子での参加であったが、思ったより保護者の参加が

少なかった印象がある。事前のアナウンスについて工夫したい。  

 

 



５  議案  

(1)  バザーについて  

・昨年度は 1 年生のスキー宿泊学習に重なってしまったので人が集まらなかった

が、今回は盛況であった。意外と 3 年生の保護者の方が多く、受験に向けてサイ

ズの大きい制服や予備のリボン等を求めるケースなどもあった。  

・小絹中でのバザーの状況  

小絹中ではもともとサイズアップを目的に物々交換（小さいサイズを提供して大

きなサイズのものを受け取る）を実施していたため、そのありがたさを子供たち

も知っていた。卒業前の 3 年生に制服の提供をお願いしておき、卒業後（中学校

の始業式）に制服を持ってきてもらった。卒業生も先生に会えるのを楽しみにし

ており、多くの卒業生が集まってくれたとのこと。  

今後、谷和原中でも同様の事を考えても良いかもしれない。  

・今年度は 2 回目に向けて何とか在庫を集めなければならないので、ポスターを

作成してカスミ等に掲示する予定。  

 

(2)  穂緑祭について  

10/17(火 )に開催予定  

保護者は午前の合唱祭のみ参加可能だが、昨年同様学年毎の入れ替え制になる。  

生徒は全員体育館で参加する予定。  

詳細が決まったら案内する。（ 9/15（金）にスクリレで案内）  

 

(3)  その他  

①  本部役員の選出方法及び各委員会の人数と役割について  

本部役員  

・谷和原小学校区：従来通り現小学校 6 年生の保護者から選出  

・福岡小学校区：現役員 2 名留任及び宮崎副会長（富士見ヶ丘）が福岡枠で留任  

    正副学年委員長を現小学校 6 年生の保護者から選出  

・富士見ヶ丘小学校区：昨年同様の手紙を現 1 年生の保護者に配付し選出  

 各委員会  

 現在の各委員が来年度の活動内容や必要人数を決め会長に報告する。  

活動内容・募集人員を明確にした上で、年明けに手紙を配付し募集をかける。  

また、職員側から新たに協力が必要な委員や係があれば申し出てもらう（ e.g.駐

車場誘導係など）。  

②  「谷和原中のきまり」の見直しについて（枝川先生）  

学校のきまりの見直しについて生徒にアンケートを取ったところ、49.4％が「特



に見直したい生活のきまりはない」とのことであった。次いで頭髪、制服の順で

あった。  

これらを参考に今後頭髪や制服、防寒着などを生徒会と一緒に考えていきたい。 

 

６  閉会のことば（根本副会長）  

 

            次回運営委員会   ３月６日（水）   18 時 30 分より  


